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昭
和
三
十

一
年
度

東
郷
村
教
育
の
覗
鮎

本
村
の
教
育
が
村
内
各
校
に
在
職
の
八
十
五
名
の
先
生
方
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
と

村
当
局
を
は
じ
め
村
議
会
、
P
T
A
、
一
般
村
民
の
教
育
第
一
の
協
力
に
よ
り
進
展

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
こ
と
は
同
慶
に
堪
え
ま
せ
ん
。

本
村
教
育
の
根
本
方
針
は
年
々
か
わ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
そ
の
軍
門
も
ほ
と
ん
ど

毎
年
同
じ
で
あ
り
ま
す
が
本
年
度
は
次
の
数
項
を
教
育
推
進
の
視
点
と
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
絶
大
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
教
育
面

一
、
現
職
教
育
の
充
実

　
教
育
を
進
展
さ
せ
る
に
は
そ

の
基
礎
的
な
条
件
が
色
々
あ
り

ま
す
が
、
先
生
達
が
各
自
の
品

性
を
高
め
教
育
者
た
る
の
使
命

観
を
確
立
し
て
い
た
ゴ
き
各
自

教
養
を
深
め
て
い
た
ゴ
く
こ
と

は
最
も
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
面
の
措
置
を
講

じ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一一

A
道
徳
教
育
の
徹
底

　
終
戦
後
、
乱
れ
た
道
義
も
年

一
年
と
高
揚
さ
れ
て
は
ま
い
り

ま
し
た
も
の
の
今
な
お
不
充
分

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
高
揚
を

図
り
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
に

は
道
徳
教
育
の
徹
底
を
図
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
青
少
年
が
道

徳
を
身
に
つ
け
る
に
は
教
師
の

人
格
に
よ
る
感
化
も
大
事
で
す

が
、
家
庭
や
社
会
な
ど
青
少
年

の
生
盾
環
境
よ
り
受
け
る
感
化

も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

生
盾
環
境
が
常
に
教
育
の
場
で

あ
る
よ
う
に
浄
化
し
た
い
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
青
少
年
が

豊
か
な
情
操
を
持
つ
よ
う
に
道

徳
的
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

常
に
学
校
と
地
域
社
会
が
緊
密

な
連
携
を
は
か
っ
て
青
少
年
の

全
生
路
に
万
全
の
指
導
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
と
思
っ
て
い
ま

す
。三

、
基
礎
学
力
の
向
上

最
近
は
相
当
向
上
し
て
来
ま
し

た
が
な
お
不
充
分
で
あ
り
ま
す

の
で
一
段
と
こ
の
方
面
に
力
を

注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
に
於
け
る
学
習
に
つ
い
て

も
今
一
層
の
お
骨
．
折
り
を
御
願

い
い
た
し
ま
す
。

四
、
健
康
敏
育
の
振
興

　
健
康
は
幸
福
の
基
で
あ
り
、

最
大
の
資
本
で
あ
り
ま
す
。
各

学
校
の
体
育
施
設
を
充
実
し
、

環
境
を
健
康
的
に
整
備
し
、
学

校
給
食
実
施
の
奨
励
等
学
童
の

健
豪
増
進
に
資
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

五
、
産
業
敏
青
の
振
興

　
生
盾
力
旺
盛
な
人
間
の
育
成

は
教
育
の
一
つ
の
大
き
な
目
標

で
あ
り
ま
す
。
土
に
親
し
む

心
、
動
物
を
愛
育
す
る
心
、
植

物
を
裁
培
す
る
心
は
小
学
校
時

代
か
ら
洒
養
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
学
校
の
学
習
園
、
実

習
地
、
動
物
飼
育
、
学
校
林
の

経
営
な
ど
が
教
育
的
に
経
宮
さ

れ
る
と
共
に
家
庭
に
於
て
も
子

供
の
力
に
応
じ
て
試
作
地
を
与

え
て
作
物
を
栽
培
さ
せ
、
養
錐

養
豚
、
野
兎
、
養
蚕
な
ど
に
参

加
さ
せ
て
い
た
ゴ
き
た
い
と
思

っ
て
ま
す
。

社
会
教
育
面

一
、
社
会
敏
育
施
設
、
設

備
の
充
実
と
そ
の
活
用

各
部
落
の
公
民
舘
が
常
に
研

補
購
纏
癬
諜
簾
臓
襯
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い
ま
す
。

二
、
社
会
敏
育
関
係
団
体

　
の
育
成
と
活
動
促
進

　
社
会
教
令
関
係
団
体
は
青
年

団
体
、
婦
人
団
体
、
P
T
A
、

そ
の
他
文
化
団
体
等
が
あ
り
ま

す
が
こ
れ
等
の
団
体
が
各
々
そ

の
真
使
命
に
向
っ
て
進
む
よ
う

に
育
成
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
な
お
県
下
所
々
で
最
近
結

成
さ
れ
つ
～
あ
る
壮
年
層
の
研

究
団
体
に
つ
い
て
も
こ
れ
が
結

成
を
促
進
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

三
、
社
会
学
青
講
座
の
．

　
開
設

　
現
在
本
村
で
は
青
年
学
級
、

婦
人
学
級
、
成
人
講
座
等
を
開

設
し
て
い
ま
す
が
こ
れ
等
の
講

座
の
内
容
を
益
々
充
実
し
て
生

后
に
直
結
す
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

四
、
大
衆
通
報
の
徹
底

　
巡
回
映
画
は
少
く
と
も
月
に

一
回
位
は
各
部
落
で
催
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
村
報
は
本

年
も
昨
年
同
様
月
一
圏
発
行
い

た
す
予
足
で
す
。
各
部
落
公
民

館
に
於
て
も
公
民
館
報
の
発
行

を
し
て
い
π
y
き
た
い
も
の
で

す
。五

、
文
化
財
の
保
存
活
用

　
本
村
内
に
は
有
形
、
無
形
の

文
化
財
が
あ
り
ま
す
が
。
こ
れ

は
召
々
の
祖
先
が
吾
々
に
残
し

た
貴
軍
な
三
二
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
保
存
に
力
を
注
ぎ
た
い

と
思
い
ま
す
。

六
。
地
域
社
会
の
総
合
的

　
振
興
計
画
の
実
践

　
常
に
「
村
お
こ
し
運
動
」
と

緊
密
な
提
携
を
と
っ
て
社
会
教

育
を
す
～
め
産
業
振
興
、
家
庭

生
盾
の
合
理
化
、
新
生
活
運
動

の
実
践
に
つ
い
て
は
特
別
に
力

を
注
ぎ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　
新
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
滑
納
を
な
く
し
よ
う

　
暖
か
さ
と
共
に
、
い
よ
い
よ
一
十
一
日
越
発
付
さ
れ
ま
す
。
続

新
年
度
に
入
り
ま
し
て
、
村
税
一
い
て
五
月
に
自
転
車
荷
車
税
、

に
お
き
ま
し
て
も
、
徴
税
令
書
「
六
月
に
村
県
民
税
並
び
に
国
民

が
、
次
々
と
発
付
さ
れ
ま
す
一
健
康
保
険
税
と
、
従
来
通
り
の

が
、
先
つ
か
わ
切
り
に
固
定
資
納
期
で
令
書
を
送
る
準
備
で
大

顎
税
第
一
期
分
の
令
書
が
四
月
一
わ
ら
わ
で
す
。

東郷小六年松沢降子

　
昨
年
度
末
　
「
区
長
中
心
」

の
納
税
機
構
の
確
立
が
な
さ
れ

て
以
来
、
試
験
的
に
実
施
し
ま

し
た
昨
年
度
の
固
定
資
産
税
第

四
期
分
の
納
付
状
況
は
完
全
と

は
い
え
な
い
ま
で
も
、
そ
の
成

果
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
馬
繋
結
成
で
あ
り
ま
し
た

納
税
組
合
の
設
立
や
落
伍
し
て

い
た
納
税
組
合
の
再
出
発
等
次

々
に
行
わ
れ
、
新
年
度
か
ら
の

村
税
完
納
の
き
ぎ
し
が
次
々
に

現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
村
財

政
上
か
ら
誠
に
喜
ば
し
く
又
心

強
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
か
こ
の
新
年
度
か
ら
は

苦
し
い
で
し
ょ
う
が
、
努
力
し

て
滞
納
の
な
い
健
全
な
東
郷
村

を
育
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
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昭
和
三
十
一
年
度
本
村
予
鋒
そ

の
他
を
審
議
す
る
三
月
臨
時
議

会
は
昭
和
三
十
一
年
三
月
十
日

午
前
十
時
村
議
会
議
事
堂
に
招

集
さ
れ
会
期
五
日
間
で
慎
貢
に

審
議
、
三
月
十
四
日
何
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
、
本
会
期

中
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

O
曲
議
案
第
六
号
　
謂
果
郷
村
税
賦

　
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
て
。

　
本
件
は
固
定
資
産
税
の
税
率

　
の
変
更
が
そ
の
重
な
る
も
の

　
で
原
案
ど
お
り
決
寛
し
た
。

○
議
案
第
七
号
　
手
数
料
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
高
足
に
つ
い
て
。

　
本
件
は
他
の
町
村
の
状
況
そ

　
の
他
と
比
較
検
討
し
原
案
ど

　
お
り
決
定
し
た
。

O
議
案
第
八
号
　
議
会
議
員
委

　
員
立
会
人
等
給
与
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て
。

　
本
件
は
従
来
公
平
委
員
会
委

　
員
の
給
与
が
年
報
酬
で
あ
っ

　
，
た
も
の
を
日
額
に
改
め
る
議

　
案
で
原
案
ど
お
り
決
定
昭
和

　
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施

　
行
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
議
案
第
九
号
村
立
小
学
校

　
改
築
事
業
資
金
の
起
債
に
つ

　
い
て
。

　
本
件
は
寺
迫
小
学
校
第
二
期

　
工
事
費
及
び
坪
谷
小
学
校
老

　
朽
危
険
校
舎
改
築
の
資
金
に

　
充
当
す
る
為
大
蔵
省
又
は
郵

　
政
省
か
ら
昭
和
三
十
一
年
度

　
に
お
い
て
五
百
万
円
以
内
の

　
負
債
を
起
す
議
案
で
原
案
ど

　
お
り
決
足
し
た
。

○
議
案
第
十
号
村
有
財
産

　
（
立
木
）
姐
分
に
つ
い
て

　
本
件
は
昭
和
三
十
一
年
度
財

　
政
資
金
と
し
て
下
等
林
外
十

　
ケ
所
の
村
有
林
立
木
を
処
分

　
す
る
議
案
で
鵡
川
ど
お
り
決

　
湿
し
た
。

○
議
案
第
十
一
号
　
一
時
借
入

　
金
の
最
高
限
度
並
借
入
先
決

定
に
つ
い
て
。

　
本
件
は
昭
和
三
十
一
年
度
に

　
お
い
て
村
の
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
に
支
障
が
あ
る
と

　
き
銀
行
そ
の
他
か
ら
延
八
百

　
万
円
以
内
の
一
時
借
入
金
を

　
な
し
円
滑
な
る
経
理
を
行
う

　
議
案
で
原
案
ど
お
り
決
定
し

　
た
。

○
議
案
第
十
二
号
日
本
専
売

　
公
社
と
の
地
上
権
設
定
契
約

　
に
つ
い
て
。

　
本
件
は
日
本
専
売
公
社
が
字

　
日
野
平
二
、
二
九
八
番
の

　
五
、
外
五
重
、
原
野
一
町
一

　
反
二
三
歩
に
楠
の
植
林
を
す

　
る
に
つ
き
地
上
権
設
定
契
約

　
を
な
す
議
案
で
原
案
ど
お
り

決
定
し
た
。
　
　
’

○
議
案
第
十
三
号
　
昭
和
三
十

　
一
年
度
東
郷
村
翁
入
事
出
予

　
算

　
本
件
は
後
日
財
政
事
情
報
告

　
を
も
っ
て
詳
細
に
公
表
す
る

　
が
差
当
り
簡
単
に
才
入
才
出

　
各
聖
別
の
金
額
を
示
す
と
次

　
の
と
お
り
で
原
案
ど
お
り
決

　
寓
し
た
。

【
才
　
入
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
税
茜
、
益
二
δ
呈

　
　
　
　
　
　
　
へ
吾
O
δ
O
O

地
方
交
付
税
・

公
営
企
業
及

財
産
収
入

分
担
金
負
担
金

六
δ
O
囮
、
毫
六

　村雑繰繰寄県国使分

計醐人附穫羅
　　　　　　出出及負
　債入金金金金金手担
　　　　　　　　数金
　　　　　　　　料
四
巨翼　四　二二　　　　　　　　三　三
、　　、　　、　　　　　　　　　、　　、

ナ」　一一●一宇　　　AA　七二
A　o　コ配　o　　　 A二　 七　七
一●03匡〇　　　六六ノ、A

、　　、　　、　　、　　　　、　　、　　、　　、

四　〇　七　〇　　　コ邑　ヨ窟調　〇
七　〇　蟄闘　o　　　 コ監　三　〇　」二
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【
才
　
出
】

教土消役議

育木防場会

費費費費丸

亀

や
よ
少
年
た
ち
よ

若
竹
の
伸
び
ゆ
く
ご
と
く
子
ど
も
等
よ
真
盧
ぐ
に
の
ば
せ

身
を
た
ま
し
ひ
を

す
み
や
か
に
過
ぎ
ゆ
く
も
の
を
や
よ
子
等
よ

汝
が
幼
な
日
を
お
ろ
そ
か
に
す
な
　
　
、

う
つ
く
し
く
清
き
思
ひ
出
と
ど
め
お
か
む

願
ひ
を
持
ち
て
今
を
す
ご
せ
よ

老
い
ゆ
き
て
か
へ
ら
ぬ
も
の
を
父
母
の

老
い
ゆ
く
す
が
た
見
守
れ
や
子
等

　予諸公選統財産直言社
計備畜債乱舞生設霧

　費金費費費費費費費働

三
三
、
一
三

○
議
案
第
十
三
号

　
一
年
度
東
郷
村
国
民
健
康
保

　
七
ん
O
、
八
一
δ

（、

Z
四
九
、
四
（
開

口
、
二
四
、
（
宍

　
　
毫
、
六
8

　
ヨ
三
δ
ヨ

一一

v
蚕
四
心
門
三

一、

i
二
三
、
吾
七

　
一
δ
O
、
O
O
O

四
四
盆
（
一
、
臨
豊

　
昭
和
三
十

一、

O
ハ
」
「
四
七
（

δ
δ
繭
九
、
四
（
写

　
七
ん
二
、
三
〇

　
ヨ
パ
（
δ
O
諾

一
バ
、
護
照
δ
西
【

　
　
　
　
　
一

　
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
才
入

　
才
出
予
算
。

　
本
件
才
入
才
出
汁
に
六
、
二

　
〇
七
、
O
O
六
円
で
原
案
ど

　
お
り
決
定
し
た
。

○
議
案
第
十
四
号
　
昭
和
三
十

　
一
年
度
東
郷
村
国
牽
牛
康
保

　
川
面
営
診
療
所
施
設
勘
定
特

　
別
会
計
才
入
才
出
予
算
。

　
本
件
才
入
才
出
と
も
に
六
、

　
〇
九
一
、
三
三
六
円
で
原
案

　
ど
お
り
決
定
し
た
。

一
年
生
の
御
父
兄
へ

坪

　
桜
の
花
咲
く
学
校
へ
子
供
を

入
学
さ
せ
て
か
ら
早
一
〇
日
、

　
「
家
の
子
は
ど
う
し
て
い
る
か

な
」
と
案
じ
て
お
ら
れ
る
御
父

兄
に
代
り
、
チ
ヨ
ッ
ト
一
年
生

の
生
活
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
よ

う
。
丁
度
遊
び
時
間
の
一
と
き

の
光
景
で
す
。

　
胸
を
そ
ら
し
て
ボ
ス
振
り
を

発
揮
し
て
い
る
子
、
先
生
に
ま

つ
わ
り
つ
い
て
甘
え
て
い
る

子
、
何
と
な
く
ニ
コ
ニ
コ
し
て

い
る
子
、
誰
と
も
交
わ
ら
ず
に

ツ
ク
ネ
ン
と
し
て
い
る
子
、
教

室
内
外
を
ソ
ワ
ソ
ワ
歩
き
ま
わ

っ
て
い
る
子
、
友
だ
ち
と
べ
チ

ヤ
ペ
手
や
語
り
合
っ
て
い
る

子
。
こ
ん
な
姿
を
み
る
と
、
大

人
の
世
界
の
き
び
し
さ
、
苦
し

さ
、
哀
れ
さ
が
シ
ミ
ジ
ミ
身
に

こ
た
え
て
い
る
私
に
は
、
何
か

楽
し
い
花
園
に
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
子
供
の
性
格
は
遊
び

時
間
に
一
番
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
一
年
生
の
教
育
の
要
点
は

　
「
体
が
健
康
で
毎
日
を
明
か
る

一
く
遊
ぶ
子
」
で
し
ょ
う
。
そ
の

目
あ
て
と
し
て
は

一
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す

…
ゐ
・
　
噌

7
、
友
だ
ち
と
仲
間
に
な
っ
て

　
遊
ぶ
。

谷
小
　
黒
　
木
　
政
　
夫

　
　
3
、
先
生
に
親
し
む
。

　
　
4
、
家
庭
に
は
学
校
の
こ
と

　
　
　
を
、
先
生
に
は
家
庭
の
こ
と

　
　
　
を
気
楽
に
話
す
よ
う
に
心
の

　
　
　
窓
を
ひ
ら
く
。

　
　
と
い
う
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、

子
供
が
文
字
や
数
を
い
く
つ
覚
・
一
。

え
た
か
な
ど
と
、
学
科
の
こ
と

ば
か
り
気
に
し
て
い
る
父
母
に

お
か
ま
い
な
し
で
、
幼
い
彼
等

は
、
そ
の
生
活
を
学
校
生
活
と

い
う
集
団
の
申
の
大
き
な
革
命

の
渦
に
投
げ
こ
ん
で
自
然
に
鍛

え
あ
げ
て
い
る
の
で
す
。
受
持

の
先
生
は
ニ
コ
ニ
コ
は
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
の
指

導
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

参
観
日
に
は
、
学
科
の
こ
と
よ

り
も
、
子
供
の
示
す
い
ろ
い
ろ

な
生
活
態
度
に
ま
ず
気
を
つ
け

て
下
さ
い
。
低
学
年
で
は
、
学

科
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
は

た
や
す
い
が
、
集
団
生
活
や
社

会
行
動
の
異
常
児
は
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
青
年
期
ま

で
性
格
の
ゆ
が
み
が
持
続
す
る

も
の
で
す
。

授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ

の
組
の
子
供
が
二
人
足
り
ま
せ

ん
。
オ
ヤ
オ
や
隣
の
組
で
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
ま
す
。
胸
の
カ
ー

ド
の
色
を
見
れ
ば
わ
か
る
の
に

　
　
や
は
り
一
年
生
で
す
ね
。

で
は
又
。

中
学
生
を
持
つ
御
雨
着
へ

嗣
、
中
学
校
の
三
ケ
年
は

　
子
供
の
将
来
を
決
定
す

　
る

こ
の
期
間
に
丈
夫
な
臨
に
な
っ

た
子
供
は
も
う
大
丈
夫
で
す
が

弱
い
髄
に
な
っ
た
ら
も
う
お
し

ま
い
で
す
。
卒
業
後
丈
夫
な
膿

に
才
る
こ
と
は
並
大
低
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
の
膿

は
此
の
三
ケ
年
で
決
足
づ
け
ら

れ
る
も
の
と
御
考
え
下
さ
い
。

教
科
の
程
度
は
益
々
高
く
広
く

な
り
ま
す
。
小
学
校
の
時
と
違

い
少
々
の
勉
強
で
は
つ
い
て
行

け
な
い
筈
で
す
。
学
力
の
差
が

び
っ
く
り
す
る
秤
つ
い
て
き
ま

す
。
お
く
れ
た
ら
も
う
手
が
つ

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
中
学
校
で
ど

の
位
学
力
が
つ
い
た
か
で
一
生

東
中
校
長
　
河
　
野
　
　
　
新

　
　
　
　
が
き
ま
り
ま
す
。
　
（
高
校
進
学

　
　
　
　
の
子
供
は
殊
に
）
高
校
に
入
つ

　
　
　
　
て
は
も
う
手
お
く
れ
で
す
。

　
　
　
　
も
の
の
考
え
方
や
生
活
の
様
式

　
　
　
　
が
固
ま
る
の
も
此
の
時
期
で

　
　
　
　
す
。
中
学
校
を
卒
業
し
た
程
の

　
　
　
　
手
順
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と

　
　
　
　
は
簡
単
な
業
で
は
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
ん
。
考
え
る
と
ほ
ん
と
う
に
大

　
　
　
　
事
な
三
ケ
年
で
す
。

　
　
　
　
二
、
敏
科
に
す
き
き
ら
い

　
　
　
　
　
や
軽
■
を
つ
け
さ
せ
ぬ

　
　
　
　
　
よ
う

　
　
　
　
偏
食
す
る
子
供
は
必
ず
弱
い
子

　
　
　
　
供
で
す
。
中
学
校
で
は
ど
の
教

　
　
　
　
科
も
飯
頭
や
心
の
滋
養
分
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
す
。
正
し
い
精
神
の
持
ち
主
に

　
　
　
　
な
る
様
ど
の
教
科
も
大
切
に
考

　
　
　
　
え
ま
し
よ
う
。

三
、
学
校
や
先
生
と
蓮
絡

　
を
と
る
親
の
子
供
は
悪
　
、

　
く
な
り
ま
せ
ん

子
供
は
親
の
知
ら
な
い
間
に
良

く
も
な
り
悪
く
も
な
り
ま
す
。

殊
に
中
学
生
と
も
な
れ
ば
親
は

益
々
自
分
の
子
供
が
分
り
に
く

く
な
り
ま
す
。
子
供
を
知
る
の

に
は
学
校
に
出
入
り
す
る
こ
と

が
一
番
い
い
方
法
で
す
。
入
学

式
と
卒
業
式
以
外
に
は
学
校
に

来
て
戴
か
な
い
親
の
子
供
は
必

ず
ど
こ
か
欠
陥
が
生
じ
て
い
ま

す
。四

、
子
供
の
将
来
の
方
向

　
を
真
面
目
に
考
え
早
く

　
決
定
す
る
こ
と
で
す

卒
業
前
に
子
供
の
こ
と
で
相
談

に
来
ら
れ
る
方
が
い
ま
す
。
先

生
か
ら
催
足
さ
れ
て
就
職
を
た

の
み
に
来
ら
れ
る
親
が
居
ら
れ

ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
で
は
子
供

が
か
わ
い
そ
う
で
す
。
是
非
此

の
四
月
に
先
生
と
相
談
し
て
子

供
の
将
来
の
方
向
を
考
え
て
や

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

五
、
自
分
の
子
供
を
川
本

　
各
地
の
子
供
と
比
べ
て

　
み
ま
し
よ
う

ど
ん
な
子
供
で
も
子
供
に
は
占

卜
か
す
ぐ
れ
た
こ
と
が
あ
る
も

の
で
す
。
走
り
方
の
速
い
子
は

速
い
な
り
に
数
学
の
良
い
子
は

そ
れ
な
り
に
う
ん
と
伸
ば
し
て

や
る
こ
と
も
必
要
で
し
よ
う
。

そ
し
て
時
に
は
宮
崎
や
青
森
や

東
京
の
子
供
と
比
べ
て
見
る
こ

と
も
親
馬
鹿
に
な
る
の
を
防
ぐ

方
法
で
す
。

「
優
等
生
だ
つ
た
」
「
何
番
だ

つ
た
」
「
一
番
上
手
だ
」
　
二

番
速
い
」
こ
ん
な
こ
と
で
安
心

し
て
い
ら
れ
な
い
世
の
中
で
す

▲
昭
和
三
十
年
、

一
か
年
に
本
村
で

の
煙
草
の
消
費
量

は
二
千
百
余
万
円

に
の
ぼ
っ
て
い

る
。
み
ん
な
が

「
し
ん
せ
い
」
を

す
っ
た
と
す
れ
ば

五
十
一
一
万
五
千
個

に
な
る
。
一
本
の

た
ば
こ
は
そ
の
長
さ
が
七
糎
だ

か
ら
こ
れ
を
た
て
に
な
ら
べ
る

と
な
ん
と
百
八
十
四
里
と
な

り
、
入
れ
て
あ
る
箱
の
厚
み
が

二
糎
あ
る
か
ら
こ
れ
を
横
に
積

み
重
ね
る
と
冠
岳
の
二
十
六
倍

の
高
さ
に
な
る
。

愛
煙
家
の
人
達
が
一
日
遅
一
割

節
煙
し
た
ど
す
れ
ば
一
年
に
二

百
万
円
あ
ま
り
う
く
わ
け
に
な

る
。
　
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
？

▲
あ
な
た
が
お
金
を
大
切
に
す

れ
ば
、
お
金
も
ま
た
あ
な
た
を

大
切
に
す
る
。
貯
金
は
お
金
を

大
切
に
す
る
最
も
よ
い
方
法
で

あ
る
。
　
二
斐
を
笑
う
者
は
一

麦
に
泣
く
」
と
い
う
句
も
あ
る

　
「
塵
も
積
れ
ば
山
と
な
る
」
と

い
う
諺
も
あ
る
。
百
里
、
の
道
も

一
歩
か
ら
は
じ
ま
る
。
戸
山
の

【
山
も
日
貸
の
ヒ
か
ら
だ
。
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…
婦
人
週
間
に
思
う
・

　
日
本
の
婦
人
が
は
じ
め
て
国

．
会
の
議
員
を
選
挙
し
た
の
は
、

昭
和
二
十
一
年
四
月
十
日
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
選
挙
を
通
じ

て
婦
人
も
男
子
と
と
も
に
政
治

に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
四
月
十
目
か
ら
一

週
間
を
「
婦
人
週
間
」
と
し
て

婦
人
の
地
位
を
ほ
ん
と
う
に
た

か
め
る
運
動
を
」
昭
和
二
十
四

年
か
ら
毎
年
行
っ
て
来
ま
し
た

が
、
今
年
は
そ
の
第
八
回
目
で

あ
り
ま
す
。

　
従
来
の
婦
人
週
間
に
お
い
て

は
、
主
と
し
て
婦
人
自
身
の
成

長
を
強
調
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
「
日
本
の
家
庭
を
明
る

く
す
る
た
め
に
婦
人
の
力
を
役

立
て
よ
う
」
と
い
う
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
家
庭
を
明
る
く
す
る

た
め
に
は
色
々
な
事
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
婦
人
の
力
の
偉
大
で

あ
る
て
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
っ

　
わ
た
く
し
達
の
家
庭
は

　
　
心
の
ふ
る
さ
と

　
　
人
生
の
オ
ア
シ
ス

　
　
人
類
の
貴
重
な
資
産

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
ρ

　
わ
た
く
し
遠
ぱ
こ
の
家
庭
で

　
　
愛
情
を
み
た
し
あ
い
、
さ

　
　
、
え
あ
っ
て
心
の
安
定
を

　
　
え
ま
す
。

　
　
衣
食
住
を
え
て
、
明
日
の

　
　
活
力
を
養
い
ま
す
。

　
　
人
間
と
し
て
最
初
の
し
つ

　
　
け
を
う
け
ま
す
。

　
ま
た
社
会
に
と
っ
て
家
庭
は

　
　
次
の
世
代
が
そ
だ
つ
と
こ

　
　
ろ
で
す
。

　
　
生
産
や
文
化
を
に
な
う
力

　
　
が
生
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
家
庭
は
個
人
の
幸

福
の
源
で
あ
り
、
社
会
を
す
＼

め
る
力
の
源
泉
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
事
な
家
庭
の

申
に
は
ま
だ
次
の
よ
う
な
事
が

残
っ
て
は
い
な
い
で
し
よ
う
か

　
　
か
ろ
ん
ぜ
ら
れ
て
い
る
妻

　
　
理
解
ざ
れ
な
い
子
供

　
・
家
事
に
つ
か
れ
切
っ
て
い
・

　
　
る
主
婦

　
　
気
が
ね
の
多
い
嫁

～
夫
だ
け
の
つ
き
あ
い

　
不
健
全
な
娯
楽

若
し
残
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
“ 蕊

鍋
護
桑
す
る

｝
　
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

｛
が
・
家
庭
の
一
人
天
が
家
庭

一
を
明
る
く
す
み
た
め
の
努
力
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ち

一
大
切
で
し
よ
う
。

…　

w
人
は
家
庭
の
一
員
と
し
て

い
家
庭
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
明
る
い
家
庭
の
も
と
は
　
　
…

　
　
家
族
関
係
が
民
主
的
で
あ
…

　
　
る
　
、
　
　
　
　
↓

　
　
合
理
的
な
生
活
設
計
を
た
一

一
日
も
早
く
取
り
去
っ
て
当
る
…
新
し
い
家
庭
の
あ
り
方
を
身
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
つ
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て
家

一
庭
を
大
切
に
す
る
社
会
環
境
を

一
そ
だ
て
る
た
め
に
婦
人
の
力
を

、
役
立
て
る
よ
う
に
つ
と
め
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
出
る

、・

ｪ1・

麦
の
被
害
と
防
ぎ
方

紛満
’
τ

　
今
年
の
麦
は
冬
の
間
、
乾
燥

し
過
ぎ
た
た
め
に
例
年
に
比
べ

て
生
育
が
お
く
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
が
、
三
月
に
入
っ
て
か

ら
降
雨
続
き
の
た
め
急
激
に
伸

び
ま
し
た
の
で
麦
の
病
気
に
注

意
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

今
か
ら
急
に
「
ま
ん
え
ん
」
す

る
と
思
わ
れ
る
病
害
に
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ω
麦
の
錺
病
、
錺
病
の
種
類

に
は
「
黄
玉
病
」
「
両
罰
病
」
「
黒

垂
病
」
「
小
学
病
」
の
四
種
類

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
本
村
で

重
要
な
も
の
は
赤
平
病
と
黒
鋸

病
で
、
黄
鋸
病
の
発
生
時
期
は

他
の
脳
病
よ
り
発
生
時
期
が
高

く
主
に
葉
、
葉
梢
を
侵
し
最
初

黄
色
め
小
さ
な
斑
点
が
葉
脈
に

そ
っ
て
「
す
じ
状
」
に
連
っ
て

で
き
、
そ
こ
か
ら
黄
色
い
粉
を

出
し
ま
す
。
更
に
日
が
．
立
つ
と

斑
点
の
中
に
小
さ
な
黒
点
が
で

き
被
魯
を
受
け
た
葉
は
早
く
枯

れ
ま
す
。

　
赤
鍔
病
は
小
麦
に
の
み
発
生

．
し
黄
鋸
山
よ
り
お
く
れ
て
四
月

下
旬
乃
至
五
月
上
旬
頃
発
病
を

見
て
主
に
葉
を
侵
し
、
病
斑
は

初
め
燈
色
話
は
赤
褐
色
で
黄
錺
．

病
よ
り
大
き
く
不
規
則
に
現
わ

れ
て
血
斑
に
な
ら
ず
暗
楊
色
楕

円
形
の
斑
点
を
生
じ
初
め
の
斑

点
は
破
れ
て
粉
を
出
す
が
後
か

ら
生
ず
る
斑
点
は
破
れ
ま
せ
ん

黒
臥
病
は
大
麦
、
裸
麦
、
小
麦

を
侵
し
、
主
に
葉
梢
及
茎
を
侵

し
発
生
の
時
期
は
他
の
鋸
病
に

比
べ
て
最
も
お
そ
く
発
病
し
て

病
斑
は
他
の
鋸
病
よ
り
大
き
く

黄
褐
色
乃
至
褐
色
で
散
生
又
は

長
い
線
状
に
連
生
し
て
後
に
は

表
皮
が
破
れ
て
黒
い
粉
を
出
し

ま
す
。
小
鋸
病
は
大
麦
裸
麦
に

発
生
し
葉
及
葉
梢
を
侵
し
病
斑

ほ
い
つ
れ
の
鋸
病
よ
り
、
小
さ

く
赤
褐
色
斑
点
状
で
古
く
な
る

と
そ
の
斑
点
の
中
に
小
さ
い
黒

－
点
が
で
き
ま
す
。

‘
．
図
舞
舞
病
（
ウ
ド
ン
粉
病
）
早

い
も
の
は
す
で
に
発
病
を
見
た

も
の
も
あ
り
、
一
般
に
上
馬
よ

り
早
く
発
生
し
ま
す
。
初
め
下

葉
に
白
い
粉
状
の
も
の
を
生
じ

次
第
に
上
葉
に
ま
ん
延
し
て
病

気
に
か
～
つ
た
葉
は
小
麦
粉
を

ま
き
ち
ら
し
た
よ
ヶ
に
な
り
、

後
に
は
そ
の
粉
が
よ
ご
れ
た
よ

・
う
な
色
に
な
っ
て
そ
の
中
に
小

さ
な
黒
点
が
で
き
ま
す
。
甚
だ

し
い
時
は
茎
や
穂
に
ま
で
発
生

し
ま
す
。
，

㈲
　
赤
か
び
病
、
穂
や
茎
に
発

生
し
ま
す
。
穂
の
一
部
に
桃
色

の
小
さ
い
斑
点
が
現
わ
れ
病
気

が
進
ん
で
く
る
と
桃
色
の
「
カ

ビ
」
が
で
き
た
所
か
ら
上
の
部

分
が
全
部
枯
れ
て
実
入
り
が
悪

く
な
り
、
桃
色
の
「
カ
ビ
」
の
所

に
は
小
さ
い
黒
点
が
出
来
ま
す

こ
の
病
気
は
出
穂
期
に
雨
が
多

い
時
に
発
生
が
激
し
い
の
で
出

穂
期
に
雨
の
日
が
続
く
時
は
特

に
注
意
を
要
し
ま
す
。

　
防
除
の
方
法

薬
剤
撤
布
は
常
に
発
生
予
察
の

情
報
や
圃
場
に
於
け
る
発
病
の

状
況
に
注
意
し
て
早
期
に
石
灰

硫
黄
合
剤
八
○
乃
至
一
〇
〇
倍

液
に
必
ず
添
着
剤
を
加
え
て
反

当
一
石
乃
至
一
石
五
斗
位
（
薬

液
が
し
た
た
る
位
）
を
撤
噛
す

る
こ
と
。
一
般
に
四
月
上
、
申

旬
頃
か
ら
急
激
に
ま
ん
延
す
る

の
で
第
一
回
撤
布
は
穂
の
出
初

頃
、
第
二
回
目
は
一
回
後
三
一

遁
間
目
位
、
第
三
回
は
第
二
回

撤
産
後
一
週
間
目
位
に
撤
召
し

ま
す
。
雨
の
多
い
年
は
病
気
の

発
生
が
多
く
、
殊
に
赤
徽
病
は

出
穂
期
に
数
日
降
雨
が
続
く
と

必
ず
と
い
っ
て
よ
い
位
発
生
の
．

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
今
後

の
天
候
に
注
意
し
て
米
に
次
ぐ

重
要
な
食
糧
農
産
物
で
あ
る
麦

を
病
害
か
ら
守
り
ま
し
よ
う
。
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一
、
教
職
員
足
期
異
動

　
年
度
末
教
職
員
の
定
期
異
動

に
よ
り
次
の
通
り
村
内
教
職
員

の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
転
出
さ
れ
元
先
生
方
に
は
本

村
在
任
中
熱
心
に
本
村
教
育
の

た
め
に
御
尽
し
い
た
穿
き
村
民

一
同
深
く
感
謝
い
た
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
、

今
回
本
村
に
来
任
い
た
寓
い
た

先
生
方
に
は
今
後
本
村
教
育
の

向
上
の
た
め
に
御
精
進
下
さ
い
．

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

（
転
　
出
）

【
東
小
】

．
柳
田
哲
夫
先
生

　
　
　
　
　
東
諸
県
三
俣
小
へ

　
吉
田
耕
一
先
生
　
　
　
退
職

【
坪
小
】

　
甲
斐
計
助
先
生

　
　
　
　
　
延
岡
市
港
小
へ

　
川
村
ツ
イ
子
先
生

　
　
　
　
　
河
芸
小
へ

　
矢
野
敦
美
先
生
　
　
　
退
職

【
越
小
】

　
小
林
俊
一
先
生

　
　
　
　
　
土
々
呂
小
へ

【
愚
図
】

　
下
田
ト
ミ
子
先
生
　
　
休
職

三
七
者
合
同
慰
霊
祭

四
月
三
日
午
前
十
時
か
ら
万
朶
の
桜
花
咲
き
．

乱
れ
る
成
願
寺
境
内
忠
魂
碑
の
前
で
日
清
戦
・

役
以
後
国
難
に
戦
残
さ
れ
た
三
七
〇
柱
の
英

霊
を
弔
う
慰
霊
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

当
日
は
春
光
う
ら
ら
か
に
山
野
を
照
し
恰
も

勇
士
の
偉
勲
を
讃
え
る
が
如
く
美
々
津
の
清

流
は
せ
ん
か
ん
た
る
音
を
た
て
～
偉
業
を
物

・
語
る
よ
う
に
。
村
民
ま
た
こ
ぞ
っ
て
感
謝
の
．

誠
を
さ
～
げ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
略

か
一
駿
礎
墜
騰
臥
び
曙
ザ
晴
断
残
塗

【
寺
小
】

　
岩
崎
玉
磨
先
生
　
山
瀬
小
へ

　
橋
口
睦
子
先
生
　
坪
谷
小
へ

【
東
中
】

　
寺
原
美
江
先
生
　
　
　
退
職

（
転
、
入
）

【
東
小
】

　
金
丸
享
男
先
生

　
　
　
　
　
七
ツ
山
小
よ
り

　
森
川
一
郎
先
生

　
　
　
　
　
　
宮
大
新
卒

，
金
丸
藤
美
先
生

　
　
　
　
　
中
ノ
又
小
よ
り

【
坪
小
】

　
菊
池
義
男
先
生

　
　
　
　
　
山
瀬
小
よ
り

　
赤
木
嘉
夫
先
生

　
　
　
　
　
日
ノ
影
小
よ
り

　
僑
口
睦
子
先
生

　
　
　
　
．
寺
山
小
よ
り

【
寺
小
】

　
野
口
哲
生
先
生

　
　
　
　
　
不
土
野
小
よ
り

　
稲
田
稔
先
生
　
山
瀬
小
よ
り

，
川
村
ツ
イ
子
先
生

　
　
　
　
　
坪
谷
小
よ
り

二
、
昭
和
三
十
年
度
村
内
各
学

　
校
卒
業
生

　
三
月
二
十
三
日
、
二
十
五
日

に
村
内
各
学
校
の
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
て
小
学
校
卒
業
生
は

，
四
月
そ
れ
ぞ
れ
中
学
校
に
進
学

し
、
中
学
校
卒
業
生
は
高
校
へ

の
進
学
や
就
職
、
家
事
従
事
と

そ
れ
ぞ
れ
将
来
に
大
き
な
希
望

を
い
だ
い
て
学
窓
を
巣
立
ち
ま

し
た
。

，
，
各
校
の
卒
業
者
数

　
東
小
　
　
　
一
〇
七
名

　
坪
小

　
越
小

福
小

　
寺
小

　
棄
中

　
坪
中

三
、

六
二
名

二
九
名

二
五
名

義
王
名

一
四
六
名

七
七
名

　
　
昭
和
三
十
一
年
度
村
内
各

学
校
入
学
生

　
四
月
七
、
九
、
十
日
に
村
内

各
校
の
入
学
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
て
新
入
生
は
父
兄
同

伴
で
入
学
の
よ
ろ
こ
び
を
胸
に

ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
さ
く
ら
さ

く
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
こ

れ
等
の
子
等
が
小
学
校
六
年
、

中
学
校
三
年
忌
教
育
が
惹
が
な

く
終
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う

に
と
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
各
学
校
入
学
者
数

坪東寺福拳玉東
中申小小小小小

島ご六四四八五
一五一一八六三
室名名望名簿名

ま
ヨ
コ
ロ
お
コ
ぎ
ヨ
　
ロ
ヨ
ロ
コ
ロ
ヨ
ロ
　
コ
お
コ

厚
生
だ
よ
リ

‘
■
●
●
9
鱒
●
●
■
脚
●
■
0
日
置
●
●
層
■
●
■
■
葡
●
■
邑
●
鴫
O
●
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■
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■

　
戦
編
病
者
等
の
日
本
国
有

　
鉄
道
無
賃
乗
車
等
に
関
す

　
る
法
律
の
施
行
に
つ
い
て

昭
和
三
十
年
八
月
法
律
第
百
五

十
八
号
を
以
て
戦
傷
病
者
等
の

日
本
国
有
鉄
道
無
賃
乗
車
等
に

関
す
る
法
律
が
公
布
せ
ら
れ
，
そ

れ
に
伴
う
政
令
省
令
等
が
よ
う

や
く
昭
和
三
十
一
年
三
月
に
夫

々
公
布
せ
ら
れ
昭
和
三
十
一
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
に
測
り
ま

し
た
の
で
そ
の
概
要
を
簡
単
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
6
尚
詳
細
は

村
役
場
厚
生
係
に
相
談
し
て
下

さ
い
。一

、
戦
傷
病
者
の
範
囲

　
旧
軍
人
・
旧
準
軍
人
・
旧
軍
属

範
囲
該
当
者

　
e
無
期
の
増
加
恩
給
又
は
傷

　
　
病
年
金
を
受
け
る
権
利
に

　
　
つ
き
裁
定
き
れ
た
者

　
⇔
法
律
第
百
五
十
五
号
附
．
則

　
　
第
二
十
二
条
但
し
書
の
規

　
　
定
に
よ
り
傷
病
賜
金
を
受

　
」
け
る
権
利
に
つ
き
裁
定
さ

　
　
れ
た
者

　
⇔
有
期
の
増
加
恩
給
又
は
傷

　
　
病
年
金
を
受
け
る
期
間
が

　
　
な
お
満
了
し
て
い
な
い
者
、

　
⑳
有
期
の
増
加
恩
給
又
は
傷

　
　
病
年
金
を
受
け
る
期
間
が

　
．
満
了
し
た
者
で
そ
の
者
の

　
　
現
症
が
特
別
項
症
か
ら
第

　
　
四
款
症
ま
で
の
程
度
に
あ

　
　
る
者

範
囲
に
入
ら
な
い
者

　
H
有
期
の
恩
給
を
受
け
る
期

　
　
間
が
既
に
満
了
し
現
に
そ

　
　
の
傷
病
の
程
度
が
第
四
款

　
　
症
よ
り
も
低
下
し
又
は
回

　
　
復
し
て
い
る
者

二
、
乗
車
回
数
（
年
間
を
通
じ

．
て
）
　
＜
　
・

難
　
擁
鰹

郷
土
の
”
日
常
語
”
解
明

ム
シ
ミ
ラ
シ
ィ
ー
－

　
（
凍
み
ら
じ
）
シ
ビ
ラ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ヤ
　
　
　
　

意
…
…
寒
さ
身
に
し
む
。
氷

　
　
　観

繊
ぺ
喜
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
も

　
　
「
夕
暮
の
み
ぞ
れ
に
し
み

　
　
や
と
け
ぬ
ら
む
垂
氷
（
た

　
　
る
ひ
）
伝
ひ
に
雫
落
つ
な

　
　
り
」
と
あ
り
。
元
来
文
語

　
　
に
用
い
ら
れ
俳
句
の
季
題

　
　
に
も
使
わ
れ
る
が
、
言
語

　
学
の
泰
斗
大
槻
博
士
に
依

　
　
れ
ば
奥
州
や
佐
渡
で
は

　
話
語
と
し
て
「
氷
る
」
を

　
　
「
し
み
る
」
と
い
う
と
あ

　
　
る
が
、
私
共
の
郷
語
で
、

　
　
風
も
氷
る
よ
う
な
寒
空
を

　
　
「
し
み
ら
し
い
日
和
」
な

　
　
ど
巡
合
う
の
を
知
ら
れ
た

　
　
ら
、
温
め
て
珍
聞
と
せ
ら

　
　
れ
た
事
で
あ
ろ
う
。
，

例
…
…
「
此
の
寒
さ
ヨ
、
凍

　
　
み
ら
し
い
日
和
ノ
ウ
」

ム
ヒ
リ
ウ
H
ヒ
り
フ

意
－
拾
ふ
。

解
…
…
「
拾
ふ
」
の
古
語

　
　
万
葉
集
に
『
帰
る
さ
に
妹

　
　
に
見
せ
む
と
わ
だ
っ
み
の

　
．
沖
津
白
玉
ヒ
リ
ヒ
て
行
か

　
な
一
な
ど
あ
る
。
．

用
例
…
…
「
栗
を
ど
の
位
ヒ

　
　
リ
ゥ
た
か
」

ム
ヨ
ナ
ケ
リ

　
　
　
　
　
　
か
れ
い

意
…
…
余
分
な
餉
、
午
后
の

　
　
　
カ
　
う
　
　
う

　
　
「
お
三
時
」
な
ど
。

解
…
…
定
時
の
三
食
以
外
の

　
　
食
事

　
　
「
ヨ
ナ
」
、
は
余
分
な
。

　
　
「
ケ
リ
」
は
ケ
レ
イ
門
カ

　
　
レ
イ
の
転
化
（
昔
の
乾
飯

　
　
（
カ
レ
イ
ヒ
）
、
ホ
シ
メ

　
．
シ
、
ホ
シ
イ
、
　
（
旅
行
、

　
行
軍
な
ど
に
用
い
た
）

△
タ
カ
イ
ノ

慧
…
…
薪
な
ど
束
ね
る
材
の

、
「
梅

　
　
ゼ
㌦
，

⇔

海
　
野
　
実
　
門
、

　
　
今
年
竹
（
若
竹
）

　
解
…
…
竹
ノ
子
（
筍
、
箏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヤ

　
　
は
古
く
か
ら
文
語
で
た
か

　
　
も
　
　
う

　
　
ん
な
と
い
う
。
タ
カ
ン
ナ
、

　
　
タ
カ
イ
ナ
、
タ
カ
イ
ノ
と

　
　
な
る
。
　
　
　
　
．

ム
カ
テ
り

意
…
…
お
互
ひ
に
、
代
り
合

　
　
ふ
（
加
勢
を
仕
合
う
）

解
…
…
「
か
た
み
が
は
り
」

　
　
の
略

　
　
う
　
う
　
　
で
　
　
　
　
つ
　
し

　
か
た
み
は
互
に
の
意
。
古

　
A
桑
に
『
契
り
き
な
か
た

　
　
み
に
袖
を
絞
り
つ
～
』
な

　
ど
が
あ
る
。

　
　
「
が
は
り
」
は
代
勝
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
う

用
例
…
…
今
度
田
植
を
か
て

　
　
り

　
り
に
や
ろ
う
。

ム
ヨ
ダ
キ
イ

意
…
…
太
儀
で
㌧
嫌
や
く
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

解
…
…
「
ヨ
」
は
イ
自
（
弥

　
　
よ
く
の
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
い

　
　
「
だ
き
1
1
だ
く
1
1
た
く
は

，
事
の
至
り
極
ま
る
、
盛
り

　
　
　
　
　
た
け
な
は

　
過
言
＼
　
蘭
に
な
る
義
。

　
即
ち
「
オ
ツ
ク
ウ
だ
」

用
例
…
…
鞘
今
夜
は
疲
れ
た

　
行
く
の
は
ヨ
ダ
キ
イ
」

F
『
。
＝
『
・
『
昌
マ
・
一
翻

災
害
は
事
前
に

防
ご
う
、

♂
篇

●

渚
み　

べ

◆
山
に
は
紅
白
色
と
り
ど
ヶ
の

　
花
や
新
芽
が
美
を
き
そ
っ
て

　
い
る
。
里
に
は
麦
の
青
、
菜

　
種
の
黄
、
れ
ん
げ
の
紫
が
良

　
然
の
も
う
せ
ん
を
織
り
な
し
「

　
て
い
る
。

　
春
は
も
の
み
な
い
の
ち
の
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　

　
張
の
季
で
あ
る
。
、
．
伸
び
よ

　
う
、
伸
び
よ
う
、
麦
が
春
光

　
を
浴
び
て
伸
び
る
よ
う
に
。

　
わ
ら
び
が
春
雨
を
う
け
て
伸

　
び
る
よ
う
に
。

◆
だ
が
春
は
心
の
浮
き
立
つ
季

　
で
も
あ
る
。
つ
～
じ
が
咲
け

　
ば
「
つ
～
じ
ま
つ
り
」
ふ
U

　
が
咲
け
ば
「
ふ
じ
ま
つ
り
」

　
や
れ
「
・
．
・
・
ま
つ
り
」
と

　
う
か
れ
る
機
会
が
多
い
ゆ
，
遊
．

　
山
行
楽
も
せ
ち
が
ら
い
昨
旦
．

　
今
日
の
生
活
に
は
必
要
だ
が

　
あ
ま
り
う
か
れ
き
っ
て
し
ま
、

　
う
と
大
変
だ
。

◆
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
の
句
傭

　
も
あ
る
よ
う
に
春
は
眠
い
。
蜘

猫
は
鼠
を
と
る
こ
と
を
忘
れ
鱒

　
て
眠
る
。
人
は
借
金
の
あ
る
．

　
こ
と
を
忘
れ
て
眠
る
。
甚
レ
、

　
い
人
は
魂
の
在
り
ど
こ
ろ
さ
皿

　
え
忘
れ
て
眠
る
と
い
わ
れ
る

　
春
の
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
。
院

．
レ
山
．
恥
ー
が
乞
　
　
．
一
匿
置
『

，
駒
．
欺
掌
記
贈
艶
富
「

醸

叢ビ
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毒ll．’

霜

ド
7
：冬．，

：
1

雪
．

壷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擁
嘱

春
の
大
掃
除
．
趣
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艶
籔

そ
ろ
そ
ろ
カ
や
ハ
エ
の
で
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
，
F
．
壌
幽

時
期
で
す
家
の
中
や
周
囲
を
．

よ
く
掃
除
し
て
発
生
源
を
な

ぐ
し
ま
し
よ
う
　
　
　
壷
盈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肱
、
磁
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慰
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・
譲

曙
．

今
年
も
稲
作
の
時
期
が
近
　
◆
各
官
公
衙
は
愈
々
昭
和
三
毛
撹

ず
き
ま
し
た
。
災
害
を
事
　
　
一
年
度
を
迎
え
た
β
村
饗
蝋
、

前
に
防
ぐ
に
は
　
　
　
　
　
官
衙
に
職
を
奉
じ
て
い
み
、
、

－
・
品
種
の
組
合
せ
を
忘
れ
な
の
は
一
唇
暴
落
し
て
癬

　
い
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
良
の
公
僕
た
る
の
実
を
あ
謎
恥

2
、
品
種
は
、
そ
の
特
性
・
風
　
　
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
土
条
件
を
よ
く
考
え
て
え
ら
◆
本
月
号
に
は
教
育
方
面
の
二
二
転

　
ぷ
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
を
多
く
し
た
。
四
月
は
入
納

3
、
毒
し
た
よ
い
學
を
え
学
の
月
で
も
あ
る
の
で
μ
∴
魔
、

ら
ぶ
た
め
に
「
塩
水
選
」
を
塑
読
を
乞
う
。
．
　
．
燃
．

　
忘
れ
な
い
こ
富
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
底
に
　
　
　
　
　
ぐ
緬

4
・
撃
の
消
奪
行
嚢
と
噛
　
魚
の
影
さ
す
春
県
二
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
」
緬

　
　
　
　
　
　
　
、
、

、

／
、
慌
■
．
量
鐸

幽
．
3
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